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１． 分銅管理システムについて
・ＪＣＳＳ校正証明書の付いた分銅を標準としてワーキング

分銅を “JIS B 7609:2000”に準拠した管理方法で管理し

ます。

・パソコンと電子天びんを接続することで、電子天びんの

データを直接取り込むことができます。

２． 分銅管理システムに必要なもの
村上電子天びんとパソコンをつないで分銅管理システムを

使用するためには以下のオプションが必要です。

ＲＳ２３２Ｃインターフェイス ＲＳ－２Ａ

ＲＳ２３２Ｃケーブル ＲＣＢＷ－２． ５

動作環境

シリアルポートを有するパソコン

対応ＯＳ Ｗｉｎｄｏｗｓ　９８／ＸＰ

分銅管理システムについて



7

インストール



8

１． セットアップ
１． 分銅管理システムの CD をパソコンのCD ドライブに入

れます。

２．オートラン機能が働き、下図のようなダイアログが表

示されますので。[OK]をクリックしてください

３． 分銅管理システムを動作させるためには、「Microsoft

.Net Framework 1.1」（以下 .Net)、 「Microsoft Data

Access Components 2.7」（以下 MDAC）がパソコンにイ

ンストールされている必要があります。

３－１．Microsoft .Net Framework のインストール

.Net がインストールされている場合は、 ここで説明する

セットアップ画面は表示されませんので、 ３－２へ進んでく

ださい。

下図の様なダイアログが表示されます。

[はい]をクリックします。 次の画面が表示されます。

[同意する]にチェックを入れて、[インストール]をクリックしま

す。 しばらくすると、 インストール完了のメッセージが表示

されます。 このときに再起動を指示された場合は、 従っ

てください。

次にLanguage Pack のセットアップが始まりますので、 下

の画面が表示されたら、[はい]をクリックします。

.Net のインストールのときと同様に使用許諾契約書が表示

されるので[同意する]にチェックを入れて、[インストール]を

クリックしてください。 しばらくするとインストール完了のメッ

セージが表示されます。

３－２．Microsoft Data Access Components のインストー

ル

MDAC がインストールされている場合は、 ここで説明する

セットアップ画面は表示されませんので、 ３－３へ進んでく

ださい

下図のダイアログが表示されます。

[使用許諾契約書の内容にすべて同意します]にチェックを

入れて、[次へ]をクリックします。

下図の画面に切り替わります。[完了]をクリックします。

しばらくすると、 インストール完了のメッセージが表示され

ます。 このときに再起動を指示された場合は、 従ってくだ

さい。

インストール
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３－３． 分銅管理システムのインストール

下図のダイアログが表示されます。

[次へ]をクリックします。

下図のインストール先を選択する画面に切り替わります。

[次へ]をクリックします。 （インストール先を変更する場合

は[参照]をクリックしてください。）

下図の画面に切り替わります。

[次へ]をクリックすると、 インストール開始します。 しばらく

すると終了の画面に切り替わるので、そこで[閉じる]をク

リックするとインストール完了です。

インストール

２． 起動
１． パソコンの電源を入れます。

２． セットアップ時にデスクトップに下のようなショートカット

を作成しますので、 ダブルクリックします。

下図のような分銅管理システムのメインメニューが表示され

ます。
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３． データベース設定
分銅管理システムは検査データ等を保存するためのデー

タベースを作成、 指定します。

データベースファイルを作成しなければ分銅管理システム

は機能しません。

３－１． データベース設定メニューの表示

１． メインメニューから[データベース設定]をクリックしま

す。

２． 下図のようなデータベース設定のメニューが表示され

ます。

３－２． データベースの作成

１．[作成先のフォルダ]にデータベースを作成したいフォル

ダを指定します。 （[参照]をクリックするとフォルダ選択の

ダイアログが開きます。）

２．[データベースファイル名]に任意の名前を入力します。

３．[データベース作成]をクリックするとデータベースを作成

します。

※データベースの作成には５秒ほど必要です。

※データベースを作成したときに、 作成したデータベース

ファイルを使用するように設定されます。もし違うデータ

ベースファイルを使用したいときは、５－３を参照してくだ

さい。

３－３． 使用データべースの決定

１．[データベースを指定]をクリックします。

２．ファイル選択ダイアログが開くので、使用したいデー

タベースファイルを選択します。

※５－２で作成したデータベースファイル以外は指定しな

いでください。

３－４． 使用データベースの最適化とバックアップ

データベースを長い間、 使用し続けているとデータベース

のサイズが肥大化していきます。

最適化を行うことでデータベースのサイズを元にもどすこと

ができます。

データベースの最適化とバックアップは定期的に実行する

ことお薦めします。

１． データベースのバックアップを行う場合は、[最適化時

にバックアップを行う]にチェックが入っているかを確認しま

す。

バックアップしない場合は手順４へ

２．[バックアップ先のフォルダ]にデータベースのバックアッ

プを作成したいフォルダを指定します （[参照]をクリックす

るとフォルダ選択のダイアログが開きます。）

３．[バックアップ時のデータベースファイル名]に任意の名

前を入力します。

４．[最適化 ・バックアップ]をクリックします。

５． 下図のダイアログが表示されます。

６．[はい]をクリックすると最適化を行います。

７． しばらくすると下図のメッセージが表示されます。

インストール



11

インストール

４． プリンタ設定
印刷を行ったときに出力されるプリンタの設定、 用紙サイ

ズを決定します。

１． メインメニューから[プリンター設定]をクリックします。

２． 下図のようなプリンター設定のメニューが開きます

３．[プリンター]のリストから使用するプリンターをクリックして

選択します。

４．[用紙]のリストから使用する用紙を選択します。

※分銅管理システムの印刷内容は、 A4 サイズで作成さ

れていますので、 A4 サイズの用紙を選択してください。

５．[終了]をクリックすると、 設定終了です。
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初期設定
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１－３． 天びんの登録

１．登録画面を開く

天びんマスタメンテナンスメニューの[新規登録]をクリック

すると、 下のような天びんの登録フォームが開きます。

２． 機種名、 目量、 小数点以下桁数

コントロールの移動は[Tab]キーで行います。

[機種名]・・・電子天びんの機種名などを入力します。

（もし同じ機種の天びんが二つ以上使う場合などは天びん

にそれぞれ判断できる名前をつけてください。）

[目量]・・・電子天びんの目量を入力します。

[小数点以下桁数]・・・電子天びんの mg 表示時の小数

点以下の桁数を入力します。 （最小表示が1mg 以上だと

0 になります。）

３． 感度の不確かさ

[考慮する]・・・ワーキング検査結果の天びんの不確かさ

に感度の不確かさを考慮したい場合、 チェックを入れてく

ださい。 チェックが入ると[指示値変化]、[指示値不確かさ]

が入力可能になります。

[指示値変化]、[指示値不確かさ]・・・事前に天びんを試

験して入力値を求めてください。 もし、事前に試験を行

わない場合は、[指示値変化]、[指示値不確かさ]に0 を入

力してください。

※感度の不確かさの計算式は、 「[参考]JIS B 7609:2000

による分銅管理」を参照してください。

４． 偏置荷重の不確かさ

[考慮する]・・・ワーキング検査結果の天びんの不確かさ

に偏置荷重の不確かさを考慮したい場合、 チェックを入

れてください。 チェックが入ると[偏置の最大差]～[皿の中

心から隅までの距離]が入力可能になります

[偏置の最大差]、[各分銅間の推定距離]、[皿の中心から

隅までの距離]・・・事前に天びんの偏置荷重試験を行

い入力値を求めてください。

※偏置荷重の不確かさの計算式は、 「[参考]JIS B 7609:

2000 による分銅管理」を参照してください。

１． マスタメンテナンス－天びん
ワーキングの検査に使用する天びんを登録します。

１－２． 天びんマスタメンテナンスメニュー

１． メインメニューから[天びん]をクリックします。

２． 下図のような天びんのマスタメンテナンスメニューが開

きます。

初期設定 （機器）

１－１． 起動

１． パソコンの電源を入れます。

２． セットアップ時にデスクトップに下のようなショートカット

を作成しますので、 ダブルクリックします。

下図のような分銅管理システムのメインメニューが表示され

ます。
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設定

ボーレート 2400bps

データビット 8bits

パリティ なし

ストップビット 2

５． ＲＳ２３２Ｃポート設定

天びんの取扱説明書などを参考にして選択します。

※村上電子天びんＬＦ－６００の場合は、以下のような設

定になります。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

D D D D D D D D U U S S CR LF

キャラクタ 1 符号

キャラクタ 2 ～ 8 データ

キャラクタ 9 ～10 単位

キャラクタ 11 ～12 状態 安定 S

不安定 U

エラー E

キャラクタ 13 CR

キャラクタ 14 LF

６． 出力データフォーマット

天びんの取扱説明書などを参考にして入力、 選択しま

す。

[出力キャラクタ数]・・・CRLF を含む出力キャラクタ数を

入力します。

[データ表示部分]・・・データが表示される範囲を入力し

ます。

※単位部分は含まないでください。

[安定表示部分]・・・安定時の表示が表示される範囲を

入力します。

※ 0 を入力すると天びんが安定していない場合の値も取

得します。

[安定時の表示]・・・安定時の表示を入力します。

[プリントコマンド]・・・天びんのプリント命令を入力しま

す。 プリントコマンドを使用する場合は、[使用する]に

チェックを入れてください。

※プリントコマンドがある場合とない場合で、 電子天びん

の出力方法を変える必要があります。 「１３． ＲＳ２３２Ｃ

データ取得について」を参考にしてください。

[天びんの表示部での単位]・・・電子天びんのディスプ

レイに表示されている値の単位を選択します。

※村上電子天びんＬＦ－６００の場合の出力データフォー

マットと設定値は、 以下のようになります。

初期設定 （機器）

７． ＲＳ２３２Ｃ通信テスト

登録した電子天びんの設定が正しいかどうかを電子天び

んとパソコンをＲＳ２３２Ｃケーブルで接続して、テストする

ことができます。

※ＲＳ２３２Ｃ通信テストを行うとき、電子天びんの出力方

法が連続データ出力の状態の場合はテストできません。

取扱説明書を参考にして連続データ出力をしないようにし

てください。

１）登録した電子天びんとパソコンをＲＳ２３２Ｃケーブルで

接続します。

２）天びんの電源を入れます。

３）[使用するポート]にパソコンと電子天びんを接続した

ポートを選択します

４）[データ取得テスト]をクリックしてチェックを入れます。

５）電子天びんのプリントキーを押すか、 プリントコマンド

を使用する場合は[プリント命令]をクリックします。

６）設定が正しければ[データ （テキスト）]と[データ （数

値）]に出力値が入力されます。

※[データ （数値）]には mg 表示での出力値が入力されて

いれば正常です。

※下図は、 村上電子天びんＬＦ－６００に10g の荷重を載

せて出力テストを行った場合

７）エラーの場合

ａ）プリント命令を実行したときに、 “フレーミングエラー”、

“パリティエラー”のメッセージが表示される

・[ＲＳ２３２Ｃポート設定]の設定値が間違っています。

ｂ）[InQue]が0 に戻らない

・[出力データフォーマット]の[出力キャラクタ数]が間違って

います。

ｃ）[InQue]が勝手に増えていく

・天びんの出力方法が連続データ出力になっています。

天びんの取扱説明書を参考にして天びんの設定を変更し

てください。

ｄ）[データ （テキスト）]になにも出力されない

・[出力データフォーマット]の[出力キャラクタ数]が間違って

います。

ｅ）赤文字の注意文が表示される。

・左の場合は、 天びんが安定しているときにもう一度プリ

ント命令を実行してください。 もし、注意文が消えない場

合は[安定表示部分]、[安定時の表示]の設定が間違って

います。

・右の場合は[データ表示部分]の設定が間違っています。
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１－４． 登録天びんの編集、 削除

１． 天びんマスタメンテナンスメニューの[登録検索リスト]

から編集したい電子天びんをクリックして選択します。

２．[選択オープン]をクリックすると、 選択した電子天びん

の登録フォームが開きます。

３． 編集を行いたい場合は、 変更を行い保存します

４． 削除を行う場合は、[削除]をクリックします。

５． 下図の確認の後で、[はい]をクリックすると削除しま

す。

１－５． 登録天びんの一覧印刷

１． 天びんマスタメンテナンスメニューの[印刷]をクリックし

ます。

２． 下図のような選択フォームが開きます。

３． 印刷したい天びんの[選択]をクリックしてチェックを入

れます。

※[すべてOn]をクリックするとすべての天びんの[選択]に

チェックを入れます。[Off]はすべての[選択]のチェックを外

します。

４．[印刷]をクリックすると登録天びん一覧が印刷されます。

※[プレビュー]にチェックを入れて、[印刷]ボタンをクリック

するとプレビューが表示されます。

※一度でも検査に使用した天びんである場合は、 削除し

ないでください。 データ表示が正しく行えなくなります。

初期設定 （機器）

ｆ）[データ （数値）]の値がmg 表示で出力されていない

・[出力データフォーマット]の[天びんの表示部での単位]が

正しく選択されていません。

８． 保存

１）[保存]をクリックします。

２）下図のダイアログが表示されます。

３）[はい]を選択するとデータベースに保存します。

９． 終了

１）[終了]をクリックします。

２）もし内容を変更して、 保存していなかった場合、 下

図のようなダイアログが表示されます。

[はい]・・・データベースに保存して天びんメンテナンス

メニューに戻ります。

[いいえ]・・・データベースに保存しないで天びんメンテ

ナンスメニューに戻ります。

[ｷｬﾝｾﾙ]・・・終了するのを止めます。
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２． マスタメンテナンス－観測者
ワーキングの検査を行う観測者を登録します。

初期設定 （機器）

２－１． 起動

１． パソコンの電源を入れます。

２． セットアップ時にデスクトップに下のようなショートカット

を作成しますので、 ダブルクリックします。

下図のような分銅管理システムのメインメニューが表示され

ます。

２－２． 観測者の登録

１． メインメニューの[観測者]をクリックすると、 下図のよう

な観測者の登録フォームが開きます。

２． ＊の行の[コード]にカーソルを合わせます。

※＊の行は新規入力であることを表します。

３．[コード]を入力します。

※文字数は１０文字以内で文字 ・数字を使用してコードを

適当に決めて下さい。 （重複はできません。）

４．[観測者]にコードに対応する人の名前を入力します。

５．[保存]をクリックします。

６．[終了]をクリックしてメインメニューに戻ります。

※もし内容を変更して、 保存していなかった場合、 下図

のようなダイアログが表示されます。

[はい]・・・データベースに保存してメインメニューに戻り

ます。

[いいえ]・・・データベースに保存しないでメインメニュー

に戻ります。

[ｷｬﾝｾﾙ]・・・終了するのを止めます。
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３． マスタメンテナンス－参照
ワーキングの検査に使用する参照分銅を登録 ・改訂しま

す。

３－２． 参照マスタメンテナンスメニュー

１． メインメニューから[参照]をクリックします。

２． 下図のような参照マスタメンテナンスメニューが開きま

す。

２－３． 観測者の削除
１． メインメニューから ［観測者］をクリックして観測者の

登録フォームを開きます。

２． 下図の○で囲んでいる部分をクリックすると、 クリック

した行が下図のように青くなり、 行が選択された状態にな

ります。 この方法で削除したい行を選択します。

[Delete]キーを押す

３．キーボードの[Delete]キーを押すと、選択行が削除さ

れます。

※検査時に選択したことがある観測者の登録を削除する

と、 データ表示が正しく行えなくなります。 （削除した観測

者が表示されなくなるため、 もう一度選択し直すことになり

ます。）

４．[保存]をクリックします。

※[保存]をクリックし、データベースに保存すると、 削除

されたデータを戻すことはできません。

※[変更取消]をクリックするとデータベースに保存する前の

状態に戻すことができます。 または、 保存せずに終了し

た場合もデータは変更されません。

初期設定 （機器）

３－１． 起動

１． パソコンの電源を入れます。

２． セットアップ時にデスクトップに下のようなショートカット

を作成しますので、 ダブルクリックします。

下図のような分銅管理システムのメインメニューが表示され

ます。
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３－３． 参照の登録

１． 参照マスタメンテナンスメニューの[新規登録]をクリック

します。

２． 下図のような参照の登録フォームが開きます。

３． 証明書データの入力

ＪＣＳＳ校正証明書を参考にして、 参照を登録します。

コントロールの移動は[Tab]キーで移動します。

[証明書番号]・・・校正証明書番号を入力します。

[証明書発行日]・・・証明書発行日を選択します。

※証明書発行日の右側の[▼]（下図の○部分）をクリック

するとカレンダーが開くのでそこから発行日を選択してくだ

さい。

[識別記号]・・・参照の識別記号を入力します。

４． 分銅データの入力

［公称値］・・・‘5g’や ‘25mg’などの単位付きで入力

します

[印]・・・印を入力します。

[材質]・・・リストの中から選択します。

※材質にカーソルが合わさると[▼]（下図の○部分）が表

示されます。[▼]をクリックするとリストが開くので、 そこから

選択します。

[質量]・・・[公称値]を単位付きで入力すると、 値が自動

で入力されていますので、 通常は入力する必要はありま

せん。

[協定値]、[拡張不確かさ]・・・それぞれ入力します。

[密度 （最小～最大）]・・・参照の密度がわかっている場

合に入力します。 密度が不明な場合は 0 を入力します。

※ 0 を入力するとJIS B 7609:2000 の付属書 2 表 14 の値

を使用します。 JIS B 7609:2000 の付属書 2 表 14 につい

ては 「[参考]JIS B 7609:2000 による分銅管理」を参照し

てください。

５． 保存

１）[保存]をクリックします。

２）下図のダイアログが表示されます。

３）[はい]を選択するとデータベースに保存します。

６． 終了

１）[終了]をクリックします。

２）もし内容を変更して、 保存していなかった場合、 下

図のようなダイアログが表示されます。

[はい]・・・データベースに保存して参照メンテナンスメ

ニューに戻ります。

[いいえ]・・・データベースに保存しないで参照メンテナ

ンスメニューに戻ります。

[ｷｬﾝｾﾙ]・・・終了するのを止めます。

初期設定 （機器）
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３－４． 参照の改訂

参照が改訂したときに実行します。

１． 参照マスタメンテナンスメニューを開きます。

２．[登録参照リスト]から改訂する証明書番号を選択しま

す。

※選択されている行は緑色で表示されます。

３－５． 登録した参照の編集、 削除

・編集、 削除したい参照の登録フォームを開く

１． 参照マスタメンテナンスメニューを開きます。

２．[登録参照リスト]から編集 ・削除する参照を選択しま

す。

※選択されている行は緑色で表示されます。

※[指定の識別記号だけリスト表示する]によって指定した

識別記号のみを[登録参照リスト]に表示することができま

す。

３．[選択オープン]をクリックすると、 選択した参照の登録

フォームが開きます。

・登録参照の編集

１． 編集する参照の登録フォームを開きます。

２． 編集後は[保存]をクリックし保存します。

※データベースに保存する前に[変更取消]をクリックすると

保存する前の状態に戻すことができます。

・登録参照の一部の分銅だけ削除する

１． 編集する参照の登録フォームを開きます。

２． 下図の○で囲んでいる部分をクリックすると、 クリック

した行が下図のように青くなり、 行が選択された状態にな

ります。 この方法で削除したい行を選択します。

３．[改訂]をクリックします。

４． 下図のダイアログが表示されます。

５．[はい]を選択します。

６． 改訂前の分銅のデータが入力された登録フォームが

開きます。 （[協定値]と[拡張不確かさ]はすべて0）

７． JCSS 校正証明書を参考にして、[証明書番号]、[証明

書発行日]を入力します。

８． JCSS 校正証明書を参考にして、[協定値]、[拡張不確

かさ]を入力します。

９．[保存]をクリックして、 保存します。

１０．[終了]をクリックします。

３．キーボードの[Delete]キーを押すと、選択行が削除さ

れます。

４．[保存]をクリックします。

※[保存]をクリックし、データベースに保存すると、 削除

されたデータを戻すことはできません。

※[変更取消]をクリックするとデータベースに保存する前の

状態に戻すことができます。 または、 保存せずに終了し

た場合もデータは変更されません。

・登録参照のすべての情報を削除する

１． 削除する参照の登録フォームを開きます。

２．[全て削除]をクリックします。

３． 下図のダイアログが表示されます。

４．[はい]をクリックします。

※削除したデータを戻すことはできません。

初期設定 （機器）
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３－６． 登録した参照の一覧印刷

１． 参照マスタメンテナンスメニューから[印刷]をクリックし

ます。

２． 下のような選択フォームが開きます。

３． 印刷したい参照の[選択]をクリックしてチェックを入れ

ます。

※[すべてOn]をクリックするとすべての[選択]にチェックを

入れます。[Off]はすべての[選択]のチェックを外します。

４．[印刷]をクリックすると登録参照一覧が印刷されます。

※[プレビュー]にチェックを入れて、[印刷]ボタンをクリック

するとプレビューが表示されます。

４． マスタメンテナンス－ワーキング
検査を行うワーキングを登録します。

ワーキングの登録を行う前に天びんを登録しておく必要が

あります。

４－２． ワーキングマスタメンテナンスメニュー

１． メインメニューから[ワーキング]をクリックします。

２． 下図のようなワーキングマスタメンテナンスメニューが

開きます。

初期設定 （機器）

４－１． 起動

１． パソコンの電源を入れます。

２． セットアップ時にデスクトップに下のようなショートカット

を作成しますので、 ダブルクリックします。

下図のような分銅管理システムのメインメニューが表示され

ます。
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４－３． ワーキングの登録

１． ワーキングマスタメンテナンスメニューの[新規登録]を

クリックします。

２． 下図のようなワーキングの登録フォームが開きます。

３． データ入力

[識別記号]・・・ワーキングの識別記号を入力します。

※重複はできません。

[用途]・・・登録ワーキングの使用用途などを入力しま

す。

[精度]・・・カーソルが合わさると[▼]が表示されます。

[▼]をクリックしてリストから選択します。

［公称値］・・・‘5g’や ‘25mg’などの単位付きで入力

します

[印]・・・印を入力します。

[材質]・・・[精度]のときのように[▼]が表示されますの

で、 リストの中から選択します。

[質量]・・・[公称値]を単位付きで入力すると、 値が自動

で入力されていますので、 通常は入力する必要はありま

せん。

[検査に使用する天びん]・・・[精度]のときのように[▼]が

表示されますので、 リストの中から選択します。

※ここで、 表示されるリストは、 「５． マスタメンテナンス

－天びん」で登録した天びんが表示されます。

[標準偏差評価値使用]・・・チェックを入れると標準偏差

評価値を使用します。

※標準偏差評価値については 「１１． マスタメンテナンス

－標準偏差評価値」を参照してください

※チェックの有無で標準不確かさの算出方法が変わりま

す。 「[参考]JIS B 7609:2000 による分銅管理」を参照し

てください。

[反復]・・・反復を入力します。 標準偏差評価値を使用

する場合は、 １～６回まで入力できます。 標準偏差評価

値を使用しない場合は、 ２～６回までです。

［ひょう量手順］・・・[精度]のときのように[▼]が表示され

ますので、 リストの中から選択します。

[密度 （最小～最大）]・・・ワーキングの密度がわかって

いる場合に入力します。 密度が不明な場合は 0 を入力し

ます。

※ 0 を入力するとJIS B 7609:2000 の付属書 2 表 14 の値

を使用します。 JIS B 7609:2000 の付属書 2 表 14 につい

ては 「[参考]JIS B 7609:2000 による分銅管理」を参照し

てください。

４． 保存

１）[保存]をクリックします。

２）下図のダイアログが表示されます。

３）[はい]を選択するとデータベースに保存します。

５． 終了

１）[終了]をクリックします。

２）もし内容を変更して、 保存していなかった場合、 下

図のようなダイアログが表示されます。

[はい]・・・データベースに保存してワーキングメンテナ

ンスメニューに戻ります。

[いいえ]・・・データベースに保存しないでワーキングメ

ンテナンスメニューに戻ります。

[ｷｬﾝｾﾙ]・・・終了するのを止めます。

初期設定 （機器）
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４－４． 登録したワーキングの編集、 削除

・編集、 削除したいワーキングの登録フォームを開く

１． ワーキングマスタメンテナンスメニューを開きます。

２．[登録ワーキングリスト]から編集 ・削除するワーキングを

選択します。

※選択されている行は緑色で表示されます。

３．[選択オープン]をクリックすると、 選択したワーキングの

登録フォームが開きます。

・登録ワーキングの編集

１． 編集するワーキングの登録フォームを開きます。

２． 編集後は[保存]をクリックし保存します。

※データベースに保存する前に[変更取消]をクリックすると

保存する前の状態に戻すことができます。

・登録ワーキングの一部の分銅だけ削除する

１． 編集するワーキングの登録フォームを開きます。

２． 下図の○で囲んでいる部分をクリックすると、 クリック

した行が下図のように青くなり、 行が選択された状態にな

ります。 この方法で削除したい行を選択します。

４－５． 登録したワーキングの一覧印刷

１． ワーキングマスタメンテナンスメニューから[印刷]をク

リックします。

２． 下のような選択フォームが開きます。

３． 印刷したいワーキングの[選択]をクリックしてチェックを

入れます。

※[すべてOn]をクリックするとすべての[選択]にチェックを

入れます。[Off]はすべての[選択]のチェックを外します。

４．[印刷]をクリックすると登録ワーキング一覧が印刷されま

す。

※[プレビュー]にチェックを入れて、[印刷]をクリックすると

プレビューが表示されます。

３．キーボードの[Delete]キーを押すと、選択行が削除さ

れます。

４．[保存]をクリックします。

※[保存]をクリックし、データベースに保存すると、 削除

されたデータを戻すことはできません。

※[変更取消]をクリックするとデータベースに保存する前の

状態に戻すことができます。 または、 保存せずに終了し

た場合もデータは変更されません。

・登録ワーキングのすべての情報を削除する

１． 削除するワーキングの登録フォームを開きます。

２．[全て削除]をクリックします。

３． 下図のダイアログが表示されます。

４．[はい]をクリックします。

※削除したデータは戻すことはできません。

初期設定 （機器）
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５． マスタメンテナンス－標準偏差評価値
標準偏差評価値の測定を行います。

標準偏差評価値の測定を行う前に天びん、 観測者、参

照、ワーキングを登録しておく必要があります。

５－２． 標準偏差評価値マスタメンテナンスメニュー

１． メインメニューから[標準偏差評価値]をクリックします。

２． 下図のような標準偏差評価値マスタメンテナンスメ

ニューが開きます。

５－３． 標準偏差評価値の測定

・標準偏差評価値の測定フォームを開く

１． 標準偏差評価値マスタメンテナンスメニューを開きま

す。

２．[標準偏差評価値リスト]から測定を行う条件の行をクリッ

クして選択します。

※選択されている行は緑色で表示されます。

※[選択した精度等級のみをリスト表示]を選択することで指

定の精度等級のみを[標準偏差評価値リスト]に表示するこ

とができます。

３．[標準偏差評価値の測定]には、 過去に測定された標

準偏差評価値の測定日と検査結果が表示されてます。

過去の測定を閲覧したい場合は、 閲覧したい測定の行を

クリックして選択します。

新規に測定を行う場合には、[標準偏差評価値の測定]の

[測定日]が 「（新規測定）」となっている行をクリックして選

択します。

４．[選択オープン]をクリックします。

５． 下図の標準偏差評価値の測定フォームが開きます。

初期設定 （データ）

５－１． 起動

１． パソコンの電源を入れます。

２． セットアップ時にデスクトップに下のようなショートカット

を作成しますので、 ダブルクリックします。

下図のような分銅管理システムのメインメニューが表示され

ます。
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・標準偏差評価値の測定フォームの入力 ・測定

１． 観測者

[観測者]・・・[▼]をクリックすると、 リストが表示されま

す。 リストから選択してください。

※リストには、 「８． マスタメンテナンス－観測者」で登録

したコード、 観測者が表示されます。

２． 感じ分銅

[質量]・・・感じ分銅の質量を入力します。

３． 参照分銅

１）[使用する参照の選択]をクリックします

２）下図の参照選択ダイアログが表示されます。

３）[識別記号、 証明書の選択]で登録した参照がリスト表

示されています。 使用する参照の行をクリックして選択し

ます。

※選択されている行は緑色で表示されます。

４）[参照の選択]に表示されている参照分銅のリストから使

用する分銅の[選択]にチェックを入れます。

５）[追加]ボタンをクリックします。

※参照分銅を組合せて使用する場合には、同じ材質であ

る必要があります。

６）[使用する参照]に選択した分銅が表示されます。

７）[終了]をクリックすると選択終了です。

※[使用する参照]を変更したい場合には、[削除]をクリック

して使用参照を削除してから１）～７）の手順を実行して

ください。

※[削除]をクリックして使用参照を削除する方法のほかに、

キーボードの[Delete]キーを押すことで使用参照を削除す

ることができます。

[使用する参照]で削除する分銅の行をクリックして選択

（選択行は水色で表示されます。）してから[Delete]キーを

押します。

４． 測定日

新規測定時、 測定フォームを開いたときに現在の日付と

時刻を取得するので、通常は入力の必要はありません。

[年月日]・・・[▼]をクリックするとカレンダーが表示されま

す。 カレンダーをクリックして選択します。

[時刻]・・・時と分を入力します。

５． 環境条件

[温度]、[湿度]、[気圧]・・・それぞれ入力します。

６． 測定

１）使用する天びんとパソコンがＲＳ２３２Ｃケーブルで接続

されているか確認します。

２）ＡＢＢＡなら[Ａ１]→[Ｂ１]→[Ｂ２]→[Ａ２]→[ｓ]、 ＡＢＡな

ら[Ａ１]→[Ｂ１]→[Ａ２]→[ｓ]の値を天びんから取得します。

３）１０回繰り返します。

※データを取得できない場合は天びんの設定を見直して

ください。

※データ取得方法については 「初期設定　６． ＲＳ２３２Ｃ

データ取得について」を参照してください。

７． 印刷

[印刷]をクリックすると標準偏差評価値結果が印刷されま

す。

※[プレビュー]にチェックを入れて、[印刷]をクリックすると

プレビューが表示されます。

８． 標準偏差決定

１）[標準偏差決定]をクリックします。

２）下図のダイアログが表示されます。

３）[はい]をクリックすると、 標準偏差評価値に設定されま

す。

９． 再計算

[再計算]をクリックすると測定結果の再計算をします。

※通常、測定終了と同時に測定結果の計算を自動で行う

ので[再計算]をクリックする必要はありません。 しかし、 測

定終了後に感じ分銅の質量の変更、使用参照の変更な

どを行ったときに[再計算]をクリックして測定結果の再計算

をさせる必要があります。

１０． 保存

[保存]をクリックするとデータベースに保存します。

初期設定 （データ）
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５－４． 標準偏差評価値の一覧印刷

１． 標準偏差評価値マスタメンテナンスメニューから[印刷]

をクリックします。

２． 下図のような選択フォームが開きます。

１１． 終了

１）[終了]をクリックします。

２）もし内容を変更して、 保存していなかった場合、 下

図のようなダイアログが表示されます。

[はい]・・・データベースに保存して標準偏差評価値メン

テナンスメニューに戻ります。

[いいえ]・・・データベースに保存しないで標準偏差評

価値メンテナンスメニューに戻ります。

[ｷｬﾝｾﾙ]・・・終了するのを止めます。

１２． 削除

１）[削除]をクリックすると下図のダイアログが表示します。

２）[はい]を選択すると標準偏差評価値の測定を削除しま

す。

※削除したデータを戻すことはできません。

３． 印刷したい精度等級の[選択]をクリックしてチェックを

入れます。

※[すべてOn]をクリックするとすべての[選択]にチェックを

入れます。[Off]はすべての[選択]のチェックを外します。

４．[印刷]をクリックすると標準偏差の評価一覧が印刷され

ます。

※[プレビュー]にチェックを入れて、[印刷]をクリックすると

プレビューが表示されます。

初期設定 （データ）
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６． ＲＳ２３２Ｃデータ取得について
標準偏差評価値の測定フォーム、 ワーキングの検査の測定フォームには下のようなＲＳ２３２Ｃデータ取得についての項目

があります。

１． 使用するポート

ＲＳ２３２Ｃケーブルを接続しているポートを設定します。パソコンの取扱説明書を参考にして選択してください。

２． データ取得方法

[任意 （スペース）]－キーボードのスペースキーを押したときにデータ取得します。

[任意 （天びん）]－天びんのプリントキーを押したときにデータ取得します。

[自動]－キーボードのスペースキーを押したときに[測定回数]で指定した回数だけデータ取得し、それの平均値もしくは最

終の値を取得します。

[切断]－電子天びんからデータ取得しません。

※データ取得方法によって、電子天びんのデータ出力を変更する必要がある場合があります。電子天びんのデータ出力

を変更する方法は、電子天びんの取扱説明書を参考にしてください。

・[任意 （天びん）]に設定した場合は、 電子天びんのデータ出力を連続データ出力に設定しないでください。

・[任意 （天びん）]以外に設定し、 「７． マスタメンテナンス－天びん」でプリントコマンドを使用するように設定した電子天

びんの場合は、電子天びんのデータ出力を連続データ出力に設定しないでください。

・[任意 （天びん）]以外に設定し、 「７． マスタメンテナンス－天びん」でプリントコマンドを使用しないように設定した電子

天びんの場合は、電子天びんのデータ出力を連続データ出力に設定してください。

３. 自動時の設定

[測定回数]・・・自動測定時にデータを取得する回数を指定します。

[測定間隔]・・・自動測定時にどのくらいの間隔でデータを取得するか指定します。

[データ取得方法]－[平均]の場合は、 取得したデータの平均値を測定データにします。[瞬間]の場合は、 自動取得が終

了する最後に取得した値を測定データにします。

初期設定 （データ）
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ワーキングの検査

（分銅の管理）
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１． ワーキングの検査
登録したワーキングを “JIS B 7609:2000”に準拠した方

法で検査します。

ワーキングの検査を行う前に天びん、 観測者、参照、

ワーキングを登録しておく必要があります。

１－２． ワーキングの検査メニュー

１． メインメニューから[ワーキング　検査]をクリックします。

２．下図のようなワーキングの検査メニューが開きます。

１－３． ワーキングの検査の登録

１． ワーキング検査メニューの[新規入力]をクリックします。

２． 下図のワーキングの検査の登録フォームが開きます。

３． 入力

[検査番号]・・・適当に入力します。

※年月日から付けた番号を既定にしています。

[検査登録日]・・・新規入力時に日付を取得するので通

常は変更する必要はありません。

[識別記号]・・・[▼]をクリックして表示されるリストから選

択します。

４．検査するワーキングの選択

１）[検査するワーキングの選択]をクリックします。

２）下図のような選択フォームが開きます。

１－１． 起動

１． パソコンの電源を入れます。

２． セットアップ時にデスクトップに下のようなショートカット

を作成しますので、 ダブルクリックします。

３）検査したいワーキングの[選択]をクリックしてチェックを

入れます。

※[すべてOn]をクリックするとすべての[選択]にチェックを

入れます。[Off]はすべての[選択]のチェックを外します。

４）[追加]をクリックします。

５）ワーキングの検査の登録フォームに選択したワーキン

グが表示されてるのを確認します。

ワーキングの検査 （分銅の管理）

下図のような分銅管理システムのメインメニューが表示され

ます。
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１－４． 登録したワーキングの検査の編集、 削除

・編集、 削除するワーキングの検査の登録フォームを開

く

１．ワーキングの検査メニューを開きます。

２． 編集したい検査番号の行をクリックして選択します。

※選択している行は緑色で表示されます。

３．[検査]をクリックします。

４． 選択した検査番号の登録フォームが開きます。

・登録したワーキングの検査を編集する

１．編集するワーキングの検査の登録フォームを開きま

す。

２． 編集後は[保存]をクリックし保存します。

※データベースに保存する前に[変更取消]をクリックすると

保存する前の状態に戻すことができます。

・登録したワーキングの検査の分銅の一部を削除する

１．編集するワーキングの検査の登録フォームを開きま

す。

２． 削除したいワーキング分銅の行をクリックして選択しま

す。 （行を選択すると水色に表示されます。）

３．キーボードの[Delete]キーを押すと、選択行が削除さ

れます。

４．[保存]をクリックします。

※[保存]をクリックし、データベースに保存すると、 削除

されたデータを戻すことはできません。

※[変更取消]をクリックするとデータベースに保存する前の

状態に戻すことができます。 または、 保存せずに終了し

た場合もデータは変更されません。

・登録したワーキングの検査を削除する

１．削除するワーキングの検査の登録フォームを開きま

す。

２．[全て削除]をクリックします。

３． 下図のダイアログが表示されます。

４．[はい]をクリックします。

※削除したデータを戻すことはできません。

５． 保存

１）[保存]をクリックします。

２）下図のダイアログが表示されます。

３）[はい]を選択するとデータベースに保存します。

６． 終了

１)[終了]をクリックします。

２）もし内容を変更して、 保存していなかった場合、 下

図のようなダイアログが表示されます。

[はい]・・・データベースに保存してワーキングの検査メ

ニューに戻ります。

[いいえ]・・・データベースに保存しないでワーキングの

検査メニューに戻ります。

[ｷｬﾝｾﾙ]・・・終了するのを止めます。

ワーキングの検査 （分銅の管理）
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１－５． ワーキングの検査を行う

・測定を行うワーキングの検査の登録フォームを開く

１．ワーキングの検査メニューを開きます。

２． 測定したい検査番号の行をクリックして選択します。

※選択している行は緑色で表示されます。

３．[検査]をクリックします。

４． 選択した検査番号の登録フォームが開きます。

・ワーキングの検査の測定フォームを開く

１．測定するワーキングの検査の登録フォームを開きます。

２． 測定したいワーキング分銅の行をクリックして選択します。 （行を選択すると水色に表示されます。）

３．[測定]をクリックします。

４． 下図のような測定フォームが開きます。

・ワーキングの検査の測定フォームの入力 ・測定

１． 検査するワーキング

この項目はワーキングの登録時に設定した値が入力されているので通常は入力の必要はありません。

[公称値]、[印]、[材質]・・・変更不可能です。 （ワーキングの登録時に入力 ・選択した値が表示。）

[密度 （Min. ～ Max.）]・・・密度の最小、最大値を入力します。

２． 標準偏差評価値

この項目はワーキングの登録時に設定した値が入力されているので通常は入力の必要はありません。

[使用する]・・・チェックを入れると、 標準偏差評価値を使用します。

[評価値]・・・標準偏差評価値を入力します。 標準偏差評価値の測定を行っていれば、 標準偏差評価値が入力されて

います。

※標準偏差評価値については 「１１． マスタメンテナンス－標準偏差評価値」を参照してください

※[使用する]のチェックの有無で標準不確かさの算出方法が変わります。 「[参考]JIS B 7609:2000 による分銅管理」を参

照してください。

３． 感度の不確かさ

この項目は使用天びんの登録時に設定した値が入力されているので通常は入力の必要はありません。

[考慮する]・・・検査結果の天びんの不確かさに感度の不確かさを考慮したい場合、 チェックを入れてください。

[指示値の変化]、[指示値の不確かさ]・・・事前に天びんを試験して入力値を求めてください。 もし、事前に試験を行わ

ない場合は、[指示値変化]、[指示値不確かさ]に0 を入力してください。

※感度の不確かさの計算式は、 「[参考]JIS B 7609:2000 による分銅管理」を参照してください。

ワーキングの検査 （分銅の管理）
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４． 偏置荷重の不確かさ

この項目は使用天びんの登録時に設定した値が入力され

ているので通常は入力の必要はありません。

[考慮する]・・・検査結果の天びんの不確かさに偏置荷

重の不確かさを考慮したい場合、 チェックを入れてくださ

い。

[偏置の最大差]、[分銅の推定距離]、

[中心と隅の距離]・・・事前に天びんの偏置荷重試験を

行い入力値を求めてください。

※偏置荷重の不確かさの計算式は、 「[参考]JIS B 7609:

2000 による分銅管理」を参照してください。

５． ひょう量手順

この項目はワーキングの登録時に設定した値が入力され

ているので通常は入力の必要はありません。

[ひょう量手順]・・・変更不可能。

[反復]・・・２～６回まで選択します。 （標準偏差評価値

を使用する場合のみ反復を１に設定できます。）

[現在反復]・・・現在何反復まで測定したかを表示。

６． 精度等級、 使用天びん

この項目はワーキングの登録時に設定した値が入力され

ているので通常は入力の必要はありません。

[精度等級]、[使用天びん]・・・[▼]をクリックして、 リスト

から選択します。

７． 観測者

[観測者]・・・[▼]をクリックして、 リストから選択します。

８． 感じ分銅

[質量]・・・感じ分銅の質量を入力します。

[拡張不確かさ]・・・感じ分銅の拡張不確かさを入力しま

す。（検査結果の天びんの不確かさに感度の不確かさを

考慮する場合、 入力する必要があります。）

９． 参照分銅

１）[使用する参照の選択]をクリックします

２）下図の参照選択ダイアログが表示されます。

３）[識別記号、 証明書の選択]で登録した参照がリスト表

示されています。 使用する参照の行をクリックして選択し

ます。

※選択されている行は緑色で表示されます。

４）[参照の選択]に表示されている参照分銅のリストから使

用する分銅の[選択]にチェックを入れます。

５）[追加]ボタンをクリックします。

※参照分銅を組合せて使用する場合には、同じ材質であ

る必要があります。

６）[使用する参照]に選択した分銅が表示されます。

７）[終了]をクリックすると選択終了です。

※[使用する参照]を変更したい場合には、[削除]をクリック

して使用参照を削除してから１）～７）の手順を実行して

ください。

※[削除]をクリックして使用参照を削除する方法のほかに、

キーボードの[Delete]キーを押すことで使用参照を削除す

ることができます。

[使用する参照]で削除する分銅の行をクリックして選択

（選択行は水色で表示されます。）してから[Delete]キーを

押します。

１０． 測定

１）接続の確認

使用する天びんとパソコンがＲＳ２３２Ｃケーブルで接続さ

れているか確認します。

２）入力

[測定日]・・・データ取得時に自動で入力されるので通

常は入力の必要はありません。 入力は 2004 年 4 月 16 日

の場合、 “2004/04/16”と入力します。

[時刻]・・・データ取得時に自動で入力されるので通常

は入力の必要はありません。 入力は 8 時 3 分の場合、

“0803”と入力します。

[温度]、[湿度]、[気圧]・・・それぞれ入力します。

[空気密度]・・・[温度]、[湿度]、[気圧]を入力すると計算

値が表示されます。

３）データ取得

ＡＢＢＡなら[Ａ１]→[Ｂ１]→[Ｂ２]→[Ａ２]→[ｓ]、 ＡＢＡなら

[Ａ１]→[Ｂ１]→[Ａ２]→[ｓ]の値を天びんから取得します。

※データを取得できない場合は天びんの設定を見直して

ください。

※データ取得方法については 「初期設定　６． ＲＳ２３２Ｃ

データ取得について」を参照してください。

１１． 印刷

[印刷]をクリックするとワーキングの検査結果が印刷されま

す。

※[プレビュー]にチェックを入れて、[印刷]をクリックすると

プレビューが表示されます。

１２． 再計算

[再計算]をクリックすると測定結果の再計算をします。

※通常、測定終了と同時に測定結果の計算を自動で行う

ので[再計算]をクリックする必要はありません。 しかし、 測

定終了後に感じ分銅の質量の変更、使用参照の変更な

どを行ったときに[再計算]をクリックして測定結果の再計算

をさせる必要があります。

ワーキングの検査 （分銅の管理）
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１３． 保存

[保存]をクリックするとデータベースに保存します。

１４． 終了

１）[終了]をクリックします。

２）もし内容を変更して、 保存していなかった場合、 下

図のようなダイアログが表示されます。

[はい]・・・データベースに保存してワーキングの検査の

登録フォームに戻ります。

[いいえ]・・・データベースに保存しないでワーキングの

検査の登録フォームに戻ります。

[ｷｬﾝｾﾙ]・・・終了するのを止めます。

１５． 削除

１）[削除]をクリックすると下図のダイアログが表示します。

１－６． ワーキングの検査結果の一覧印刷

１．ワーキングの検査メニューを開きます。

２． 検査結果の一覧印刷したい検査番号の行をクリックし

て選択します。

※選択している行は緑色で表示されます。

３．[検査]をクリックします。

４． 選択した検査番号の登録フォームが開きます。

５．[結果印刷]をクリックすると、 ワーキングの検査結果一

覧が印刷されます。

※[プレビュー]にチェックを入れて、[印刷]をクリックすると

プレビューが表示されます。

２）[はい]を選択すると現在表示しているワーキングの検査

を削除します。

※削除したデータを戻すことはできません。

ワーキングの検査 （分銅の管理）
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１－３． 測定データの一覧印刷

１． 条件の入力

[識別記号]・・・処理したいワーキングの識別記号を選

択します。

[範囲]・・・[▼]をクリックするとカレンダーが表示されるの

で、 選択します。

※[範囲]は[検査登録日]を参照しています。

２．[検査ワーキング　リスト]から一覧印刷に表示したい分

銅の[選択]をクリックしてチェックを入れます。

３．[一覧印刷]をクリックすると、 ワーキング検査一覧が印

刷されます。

※[プレビュー]にチェックを入れるとプレビューを表示でき

ます。

１－４． 測定データの Excel、 テキストデータ出力

１． 条件の入力

[識別記号]・・・処理したいワーキングの識別記号を選

択します。

[範囲]・・・[▼]をクリックするとカレンダーが表示されるの

で、 選択します。

※[範囲]は[検査登録日]を参照しています。

２．[検査ワーキング　リスト]から一覧印刷に表示したい分

銅の[選択]をクリックしてチェックを入れます。

３． 出力

[出力先のフォルダ]・・・Excel、 テキストファイルを作成

したいフォルダを選択します。[参照]をクリックすると、 フォ

ルダ選択ダイアログが開きますので、そこから選択してく

ださい。

[出力先のファイル名]・・・ここで入力した値が、 Excel、

テキストファイルの名前になります。

[出力方法の選択]・・・Excel データかテキストデータの

どちらかを選択します。

４．[出力]をクリックします。

５．下図のダイアログが表示されると終了です。

集計

１． 時系列データ
・同じ分銅の測定結果を一覧表示します

・同じ分銅の測定結果をＥｘｃｅｌやテキストに出力します。

１－１． 起動

１． パソコンの電源を入れます。

２． セットアップ時にデスクトップに下のようなショートカット

を作成しますので、 ダブルクリックします。

下図のような分銅管理システムのメインメニューが表示され

ます。

１－２． 時系列データ　メニュー

１． メインメニューから[時系列データ]をクリックします。

２． 下図のような時系列データメニューが開きます。



37

参考資料



38

JIS B 7609:2000 による分銅管理
・ひょう量手順

Ａを参照分銅、Ｂをワーキングとする。

１）４回測定法　ＡＢＢＡ （r
1
t
1
t
2
r

2
）

天びんの指示値をI とすると、

感度係数 f は、 感じ分銅の質量をm
s
、感じ分銅を負荷し

たときの天びんの読みをI
s
とすると、

参照分銅とワーキングの協定質量の差Δm は、

となります。

２）３回測定法　ＡＢＡ （r
1
t
1
r

2
）

天びんの指示値をI とすると、

感度係数 f は、 感じ分銅の質量をm
s
、感じ分銅を負荷し

たときの天びんの読みをI
s
とすると、

参照分銅とワーキングの協定質量の差Δm は、

となります。

・不確かさの要素

１）ひょう量仮定における標準不確かさu
w

１－１）予め標準偏差を評価しておく方法

ひょう量過程における標準不確かさu
w
は、測定回数 n の

とき事前に求めた標準偏差をs とすると、

より計算されます。

１－２）測定の都度標準偏差を求める方法

測定回数が１０回より小さい場合はtr 因子を考慮する必要

があります。

ひょう量過程における標準不確かさu
w
は、測定回数 n の

とき、 tr 因子をtr、 標準偏差をs とすると、

より計算されます。

測定回数 tr因子
2 7.0
3 2.3
4 1.7
5 1.4
6 1.3
7 1.3
8 1.2
9 1.2

より計算されます。

空気密度ρ
a
の計算は、 温度(℃) t、 大気圧(hPa) p、 相

対湿度(%) H から

2
r

r
U

u =

2

)()( 2121 rrtt IIII
I

+−+
=∆

2rs

s

II

m
f

−
=

Ifm ∆⋅=∆

2
)( 21

1
rr

t
II

II
+

−=∆

2rs

s

II

m
f

−
=

Ifm ∆⋅=∆

n

s
uw =

n

s
truw =

より計算されます。

３）空気の浮力の不確かさ

３－１）空気密度の不確かさu
ρa

空気密度の不確かさu
ρa

は、 測定開始から終了までの最

大空気密度ρ
amax

及び最小空気密度ρ
amin

の一様分布と仮

定して、

となります。

32
minmax aa

au
ρρ

ρ
−

=

t

tHp
a +

×−
=

15.273

)061.0exp(009024.034848.0
ρ

２）参照分銅の不確かさu
r

参照分銅の不確かさu
r
は、参照分銅の拡張不確かさを

U
r
とすると、

参考資料
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３－２）参照分銅及びワーキングの密度及び密度の不確かさ

JIS B 7609:2000 の付属書２表１４より求めます。

材料 仮定密度 拡張不確かさ

プラチナ 21400 kg/m3
± 150 kg/m3

洋銀 8600 kg/m3
± 170 kg/m3

黄銅 8400 kg/m3
± 170 kg/m3

ステンレス鋼 7950 kg/m3
± 140 kg/m3

炭素鋼 7700 kg/m3
± 200 kg/m3

鉄 7800 kg/m3
± 200 kg/m3

鋳鉄（白） 7700 kg/m3
± 400 kg/m3

鋳鉄（灰色） 7100 kg/m3
± 600 kg/m3

アルミニウム 2700 kg/m3
± 130 kg/m3

表１４から求めた拡張不確かさをU
ρr

・U
ρt

とすると、

2
r

r
U

u ρ
ρ =

2
t

t
U

u ρ
ρ =

より計算されます。 密度が既知の場合は、 密度の幅をΔρとすると、

32
r

ru
ρ

ρ
∆

=
32
t

tu
ρ

ρ
∆

=

より計算されます。

３－３）空気の浮力の不確かさu
b

３－１、３－２から空気の浮力の不確かさu
b
は、

[ ] 












+×−×+








×

−
×=

4

2

4

2
2

0

2
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t

t

r

r
ara

tr

tr
rb

uu
mumu

ρρ
ρρ

ρρ
ρρ ρρ

ρ

ただし

ρ
0

：参照空気密度 =1.2kg/m3

ρ
r

：参照分銅の密度

ρ
t

：ワーキングの密度

m
r

：参照分銅の質量

より計算されます。
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４）天びんの不確かさ

４－１）天びんの感度の不確かさu
bs

質量 m
s
、標準不確かさu

ms
の感じ分銅で天びんを校正す

るならば、天びんの感度の不確かさu
bs

は、











+⋅∆=

2

2

2

2
2

s

Is

s

ms
bs

I

u

m

u
mu

ただし

I
s

：感じ分銅を付加したときの天びんの指示値の

変化

u
Is

：I
s
の不確かさ

Δm：試験分銅と参照分銅の質量の差

より計算されます。

事前に天びんの試験を行わない場合、 天びんの感度の

不確かさu
bs

は天びんの目量 d が± 1 目量で一様分布し

ていると仮定して、

より計算されます。

４－２）丸め誤差の不確かさu
br

丸め誤差の不確かさu
br

は、電子天びんの目量をd とする

と、

( )












 +
⋅∆=

2

22
2 3

s

ms
bs

m

du
mu

より計算されます。

４－３）偏置荷重に対する不確かさu
bE

偏置荷重に対する不確かさu
bE

は、

6
2.

3

2/ dd
ubr =








=

ただし

D ：OIML R76-2 による偏置荷重試験の最大値と

最小値の差

d1 ：各分銅の中心間の推定距離

d2 ：皿の中心からその一つの隅までの距離

より計算されます。

４－４）天びんの合成標準不確かさu
ba

４－１、 ４－２、 ４－３から天びんの合成標準不確かさu
ba

は、

32
.

2

1 D

d

d
ubE =

222
bEbrbsba uuuu ++=

５）拡張不確かさU

合成標準不確かさu は、

2222
babrw uuuuu +++=

より計算されます。

拡張不確かさU は、

ただし

k : 包含係数

より計算されます。

kuU =

より計算されます。
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